
























Ⅴ.結論 

1.3 年間以上完全寛解 139 例のうち,35 例(25.2%)が 6 年までに再発した。 

2.小児 ALL の 6 年間以上初回完全寛解は,治癒と考えられる。 

3.初診時血小板数 100,000/mm3 以下の群で,高い再発率であった(34.8%)。 

4,発症時の予後因子は,晩期再発とは無関係であった。 

5.中枢神経白血病予防治療法と多剤併用療法による維持療法の導入後は,5 年以後の再発

率が減少した。 

6.MTX間歇大量静注療法による維持療法では,継続経口療法に比較して3年後の髄外再発が

少なかった。 

7.治療は 3年間以上継続しても,再発率に差はなかった。 


